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　哲
学
館
と
い
う
呼
称
を
も
つ
博
物
館
は
、
現
在
の
日
本
で
は
「
石
川
県

西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
」（
以
下
、
哲
学
館
と
略
記
）
以
外
に
は
な
い
。

そ
こ
で
働
き
の
場
を
与
え
ら
れ
て
い
る
者
と
し
て
、
絶
え
ず
「
哲
学
の
博

物
館
と
は
何
か
」
と
い
う
存
在
理
由
（raison d’être
）
に
関
す
る
問
い

の
前
に
立
っ
て
い
る
。

　法
律
上
、
博
物
館
は
「
歴
史
、
芸
術
、
民
俗
、
産
業
、
自
然
科
学
等
に

関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
（
育
成
を
含
む
、
以
下
同
じ
）
し
、
展
示

し
て
教
育
的
配
慮
の
下
に
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査

研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
を
行
な

い
、
あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
資
料
に
関
す
る
調
査
研
究
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
機
関
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
と
す
れ
ば
、
哲
学
館
の
法
的
機
能

は
①
哲
学
資
料
の
収
集
・
保
管
・
展
示
、
②
哲
学
に
関
す
る
社
会
教
育
・

調
査
・
研
究
事
業
の
実
施
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
来
博
物
館
は
モ
ノ
資

料
の
収
集
、
保
管
、
展
示
に
重
点
を
置
い
て
き
た
が
、
近
年
の
情
報
化
社

会
の
進
展
に
と
も
な
っ
て
情
報
発
信
機
能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

元
国
立
民
族
学
博
物
館
・
梅
棹
忠
夫
氏
が
博
〈
物
〉
館
に
代
え
て
、
博

〈
情
〉
館
と
い
う
呼
称
を
提
唱
し
た
の
も
、
そ
う
し
た
博
物
館
の
レ
ゾ
ン

デ
ー
ト
ル
で
あ
る
機
能
の
重
心
移
動
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る）

2
（

。

　本
発
表
で
は
哲
学
館
が
現
在）

3
（

実
施
し
て
い
る
「
資
料
展
示
」
と
「
収

集
史
料
の
研
究
資
料
化
）
4
（

」
を
実
例
と
し
て
、
情
報
化
時
代
へ
の
館
の
対
応

と
そ
こ
に
存
在
す
る
比
較
思
想
的
営
為
に
つ
い
て
紹
介
し
つ
つ
、
哲
学
館

の
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
に
言
及
し
た
い
。

一

　資
料
が
内
包
す
る
思
想
研
究
の
情
報

　
　
　―
常
設
展
示
か
ら

―

　哲
学
館
が
現
在
保
管
し
て
い
る
モ
ノ
資
料
は
、
主
に
西
田
の
①
原
稿
、

書
簡
、
日
記
等
の
手
書
き
資
料
、
②
蔵
書
、
写
真
、
墨
跡
、
書
斎
、
筆
記

用
具
等
の
関
連
資
料
で
あ
る
。
常
設
展
示
資
料
の
多
く
は
実
物
な
い
し
は

〈
特
集
２
　
情
報
化
と
比
較
思
想
〉

浅

　見

　
　
　洋

　

　情
報
化
時
代
に
お
け
る
哲
学
館
の
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル

│
資
料
展
示
と
研
究
資
料
化

│
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「
純
粋
経
験
と
実
在
」
で
あ
り
、
こ
の
原
題
が
契
約
交
渉
の
途
中
で
改
題

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　こ
の
展
示
資
料
か
ら
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

は
（
１
）
原
題
が
改
題
さ
れ
た
経
緯
と
理
由
は
何
か
、（
２
）
こ
の
改
題

に
よ
っ
て
生
じ
た
影
響
は
何
か
、
で
あ
っ
た）

6
（

。（
１
）
に
つ
い
て
は
一
九

三
九
年
五
月
二
二
日
の
柳
田
謙
十
郎
宛
書
簡
に
「
私
の
『
善
の
研
究
』
と

い
う
の
は
当
時
本
屋
の
求
も
あ
り
他
人
の
つ
け
た
も
の
」（
⑲
75
））

7
（

と
西

田
自
身
が
記
し
た
よ
う
に
、
改
題
は
本
屋
（
弘
道
館
）
の
と
い
う
求
め
が

あ
り
、
出
版
を
託
さ
れ
た
紀
平
雅
美
がJosiah Royce

（1855

│1916

）

のStudies of good and evil, A
 Series of Essays upon Problem

s of 
Philosophy and of Life, 1898

を
参
考
に
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

　『善
の
研
究
』
に
は
出
版
後
、
間
も
な
く
異
質
な
二
つ
の
批
評
が
現
れ

た
。
一
つ
は
高
橋
里
美
の
批
評
論
文
）
8
（

、
今
一
つ
は
倉
田
百
三
「
生
命
の
認

識
論
的
努
力
」
で
あ
る）

9
（

。
前
者
は
主
に
「
純
粋
経
験
」
の
概
念
を
論
じ
て

お
り
、
そ
れ
は
高
橋
が
原
題
で
構
想
さ
れ
て
い
た
内
容
に
そ
っ
て
『
善
の

研
究
』
を
読
ん
だ
こ
と
を
意
味
す
る
。
比
し
て
、
倉
田
は
改
題
、
な
い
し

は
西
田
の
「
此
書
を
特
に
『
善
の
研
究
』
と
名
づ
け
た
訳
は
、
哲
学
的
研

究
が
其
前
半
を
占
め
居
る
に
も
拘
ら
ず
、
人
生
の
問
題
が
中
心
で
あ
り
、

終
結
で
あ
る
と
考
え
た
故
で
あ
る
」（
①
６
）
と
い
う
弁
明
と
も
と
れ
る

記
述
に
基
づ
い
て
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
善
の
研
究
』
の
読
み

方
に
は
、
原
題
が
意
図
し
て
い
た
哲
学
的
な
読
み
方
と
改
題
が
目
的
と
し

た
人
生
論
的
、
通
俗
的
な
読
み
方
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
た
二
つ
の
読
み
方
を
、
加
藤
尚
武
は
宗
教
的
背
景
に
由
来
す
る
も
の
と

レ
プ
リ
カ
で
あ
り
、
館
内
で
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
付
け
し
て
配
置
さ
れ
て
い

る
。
収
蔵
資
料
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
構
想
を

も
っ
て
い
る
。

　情
報
公
開
手
法
は
基
本
的
に
は
資
料
の
館
内
展
示
で
あ
る
。
哲
学
的
思

索
へ
と
誘
う
べ
く
設
計
さ
れ
た
館
に
足
を
運
び
、
学
芸
員
に
よ
っ
て
展
示

さ
れ
た
資
料
を
観
覧
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
田
哲
学
が
単
な

る
画
像
情
報
で
は
な
く
、
あ
る
時
空
を
生
き
た
西
田
と
い
う
人
間
の
思
索

で
あ
る
と
い
う
リ
ア
リ
テ
ィReality

を
帯
び
て
伝
達
さ
れ
る
。
そ
れ
は

展
示
品
が
そ
れ
固
有
の
歴
史
、
ド
ラ
マ
、
情
報
を
秘
め
た
史
料
性
を
も
つ

か
ら
で
あ
り
、
展
示
が
単
な
る
羅
列
で
は
な
く
、
意
図
的
に
企
画
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
西
田
が
個
物
を
歴
史
的
、
社
会
的
に
限
定
さ
れ
た
歴

史
的
世
界
の
表
現
点
と
捉
え
た
よ
う
に
、
館
の
所
蔵
品
の
一
つ
一
つ
も
史

的
背
景
を
も
っ
た
モ
ノ
で
あ
る
。

　現
在＊

、『
善
の
研
究
』
初
版
本
と
そ
の
出
版
契
約
書
が
並
べ
て
常
設
展

示
ケ
ー
ス
の
中
に
置
か
れ
て
い
る）

5
（

。『
善
の
研
究
』
は
一
九
一
一
年
二
月

に
弘
道
館
か
ら
出
版
さ
れ
、
契
約
書
は
そ
の
前
年
十
月
十
六
日
に
弘
道
館

主
辻
本
卯
蔵
と
著
者
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
契
約
書
」

は
「
今
般

　西
田
幾
多
郎

　著

　純
粋
経
験
と
実
在

　ヲ
著
作
者
ト
発
行

者
双
方
ニ
於
テ
契
約
ヲ
締
結
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
」
と
し
て
、
八
条
の
契

約
項
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
純
粋
経
験
と
実
在

　と
取
り
消
し
線

が
引
か
れ
、「
善
の
研
究
」
と
訂
正
の
書
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
契
約
書
の
右
上
部
枠
外
に
は
「
七
字
削
リ
四
字
入
ル
」
と
あ
っ
て
、

西
田
の
確
認
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
善
の
研
究
』
の
原
題
は
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が
ら
、『
東
京
女
子
大
学
同
窓
会
月
報
』
に
書
い
た
ド
イ
ツ
滞
在
報
告
で

あ
っ
た
。
没
五
十
周
年
を
期
し
て
『
高
橋
文
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
通
信
』（
七

塚
町
、
一
九
九
五
年
）、
次
い
で
何
冊
か
の
書
籍
、
資
料
集
を
刊
行
し
た）
13
（

。

こ
の
企
画
展
示
は
、
ほ
ぼ
新
刊
『
お
ふ
み
さ
ん
に
続
け
！
女
性
哲
学
者
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

　西
田
幾
多
郎
の
姪

　高
橋
ふ
み
の
生
涯
と
思
想
』（
ポ

ラ
ー
ノ
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
企
画
展

示
と
い
う
情
報
公
開
は
、
資
料
収
集
、
調
査
研
究
の
結
晶
と
見
な
す
こ
と

が
で
き
る
。

　思
索
者
た
ち
の
モ
ノ
資
料
は
哲
学
館
の
展
示
＝
情
報
発
信
の
欠
か
せ
ぬ

ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
時
代
に
お
け
る
展
示
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
で
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
画
像
情
報
と
し
て
、
ウ

ェ
ー
ブ
上
で
不
特
定
多
数
の
人
々
が
視
聴
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
保
管
資

料
の
劣
化
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
市
民
や
研
究
者
へ
の
情
報
提
供
量
を
飛

躍
的
に
増
大
し
、
社
会
教
育
、
研
究
の
便
宜
を
図
る
と
い
う
点
で
博
物
館

機
能
の
拡
大
に
寄
与
す
る
。
し
か
し
、
情
報
化
社
会
で
は
総
じ
て
紙
媒
体

の
資
料
や
情
報
は
消
え
て
行
く
傾
向
に
あ
る
。
現
代
の
愛
智
者
の
多
く
は

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
で
読
み
、
書
き
、
校
正
し
、
メ
ー
ル
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
思
索
の
結
晶
で
あ
る
書
籍
や
電

子
ブ
ッ
ク
は
残
る
と
し
て
も
、
思
索
過
程
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
思
索
ノ

ー
ト
、
手
書
き
原
稿
、
校
正
原
稿
、
手
紙
に
類
す
る
も
の
は
デ
ー
タ
と
し

て
今
後
残
存
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
高
橋
ふ
み
の
資
料
に
筆
者
が
遭
遇
し

た
の
は
没
後
約
五
十
年
後
で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
読
み
書
き
し
、
メ

ー
ル
で
通
信
す
る
現
代
の
愛
智
者
の
人
生
と
思
索
の
軌
跡
（
史
料
）
は
デ

し
て
次
の
よ
う
に
暗
示
し
て
い
る
。

　倉
田
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
透
谷
は
自
立
を
が
む
し
ゃ
ら
に
信
じ

て
い
る
。「
内
部
の
生
命
は
千
古
一
様
に
し
て
、
神
の
外
は
こ
れ
を

動
か
す
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
」
と
語
る
透
谷
に
は
自
我
の
自
律
を
支

え
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
神
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
西
田
の
宗
教
体

験
・
禅
は
個
我
に
「
自
己
否
定
を
通
じ
て
自
律
す
る
自
己
」
と
い
う

逆
説
を
課
し
て
い
た）
10
（

。

　倉
田
を
経
て
『
善
の
研
究
』
は
「
大
正
生
命
主
義
」
の
潮
流
の
中
で
読

ま
れ
て
い
っ
た）
11
（

。
し
か
し
、
加
藤
や
野
家
啓
一
）
12
（

が
指
摘
す
る
よ
う
に
初
期

に
お
い
て
西
田
の
生
命
理
解
と
内
部
生
命
論
は
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
。
そ

う
し
た
比
較
思
想
的
情
報
が
常
設
展
示
資
料
の
一
本
の
取
り
消
し
線
に
秘

め
ら
れ
て
い
る
。

二

　情
報
化
時
代
に
お
け
る
人
物
博
物
館
の
将
来

　
　
　―
企
画
展
示
か
ら

―

　現
在
、
館
内
で
企
画
展
示
「
未
完
の
女
性
哲
学
者
―
西
田
幾
多
郎
の
姪
、

高
橋
ふ
み
」
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
展
示
の
起
源
は
、
筆
者
が
四
半
世

紀
ほ
ど
前
、
哲
学
館
の
前
身
・
西
田
記
念
館
の
保
管
庫
に
あ
っ
た
風
呂
敷

包
み
に
目
を
止
め
た
こ
と
に
あ
る
。
中
に
は
高
橋
ふ
み
（
一
九
〇
一
│
四

五
年
）
が
留
学
先
の
ド
イ
ツ
か
ら
叔
父
に
宛
て
た
手
紙
、
講
演
原
稿
、
渡

航
日
記
、
そ
し
て
手
書
き
原
稿
「
続
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
通
信
」
が
入
っ
て
い

た
。
手
書
き
原
稿
は
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
百
九
枚
、
ふ
み
が
最
後
の

引
き
上
げ
船
で
帰
国
し
、
郷
里
木
津
（
現
か
ほ
く
市
木
津
）
で
療
養
し
な
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Ａ
：
講
義
ノ
ー
ト
、
Ｂ
：
研
究
ノ
ー
ト
、
Ｃ
：
読
書
ノ
ー
ト
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
る）
15
（

。
使
用
言
語
は
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
日
本
語
等
で
あ
り
、

大
半
は
横
書
き
で
あ
る
。
汚
損
や
イ
ン
ク
流
れ
等
に
よ
る
消
失
、
不
鮮
明

な
箇
所
が
あ
り
、
ノ
ー
ト
で
あ
る
か
ら
見
え
消
し
、
書
き
込
み
、
訂
正
、

縦
書
き
、
略
記
、
判
読
で
き
な
い
文
字
、
誤
記
、
脱
字
等
が
存
在
す
る
。

そ
う
し
た
画
像
デ
ー
タ
を
直
接
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
も
、
研
究
資
料
に
は

な
り
得
な
い
。
教
育
資
料
、
研
究
資
料
と
し
て
文
字
情
報
に
す
べ
く
、
翻

刻
、
編
集
方
針
を
立
て
、
人
名
や
専
門
用
語
の
解
説
、
外
国
語
の
翻
訳
、

引
用
文
献
・
登
場
人
物
の
解
説
、
誤
記
の
明
示
、
消
失
部
分
の
推
測
な
ど

を
行
い
、
研
究
資
料
化
を
図
っ
て
い
る
。
情
報
公
開
の
方
法
が
全
集
の
補

遺
刊
行
物
で
あ
れ
、
電
子
ブ
ッ
ク
で
あ
れ
、
翻
刻
の
目
的
は
研
究
資
料
の

提
供
に
あ
る
。
外
国
語
文
献
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
の
翻
刻
は

比
較
思
想
的
考
察
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　翻
刻
で
は
、
京
大
文
学
研
究
科
の
林
晋
を
中
心
に
開
発
さ
れ
た
「
人
文

学
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
研
究
用
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

SM
ART-G

S

（SM
ART-G

eschichte Studie

）
16
（

）」
を
用
い
て
い
る
。

　最
初
に
翻
刻
を
試
行
し
た
の
は
、
表
紙
に
「Religion

」
と
書
か
れ
た

一
冊
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
一
三
年
八
月
に
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
宗

教
学
講
座
教
授
に
就
任
し
た
西
田
が
同
年
九
月
か
ら
開
始
し
た
「
宗
教
学

概
論
」
の
ノ
ー
ト
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
。
全
集
第
十
四
巻
に
収
録
さ
れ

て
い
る
講
義
記
録
「
宗
教
学
」
は
こ
の
ノ
ー
ト
に
基
づ
い
た
講
義
を
聴
講

し
た
久
松
真
一
の
受
講
ノ
ー
ト
を
底
本
に
し
て
い
る）
17
（

。
こ
の
経
緯
に
つ
い

て
久
松
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ス
ク
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
情
報
化
時
代
を
生
き
る
思
索

者
、
特
に
無
名
の
愛
智
者
の
名
を
冠
し
た
人
物
博
物
館
が
新
た
に
創
設
さ

れ
る
日
が
来
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三

　収
集
史
料
の
研
究
資
料
化
に
つ
い
て

　現
在
、
館
で
は
西
田
の
直
筆
ノ
ー
ト
五
十
冊
と
大
量
の
考
察
メ
モ
、
レ

ポ
ー
ト
類
等
（
以
下
、
ノ
ー
ト
類
と
略
記
）
の
研
究
資
料
化
に
着
手
し
て

い
る
。
ノ
ー
ト
類
に
は
新
版
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
に
も
未
収
録
の
講
義

ノ
ー
ト
、
研
究
ノ
ー
ト
、
読
書
ノ
ー
ト
、
メ
モ
等）
14
（

と
推
測
さ
れ
る
も
の
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
研
究
資
料
化
は
今
後
の
日
本
哲
学
史
研
究
に
一
石

を
投
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　た
だ
し
、
ノ
ー
ト
類
は
水
損
、
カ
ビ
、
虫
食
い
、
イ
ン
ク
の
流
出
等
、

汚
損
が
激
し
く
、
修
復
が
必
要
で
あ
る
。
修
復
目
的
は
①
収
集
史
料
の
さ

ら
な
る
劣
化
を
防
ぐ
こ
と
、
②
展
示
・
教
育
・
研
究
資
料
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
状
態
を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ふ
さ
わ
し
い
状
態
と
は
文
字
情
報

が
読
み
取
れ
る
状
態
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
現
代
の
修
復
技
術
で
も
頁

が
固
着
し
展
開
で
き
な
い
も
の
、
イ
ン
ク
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
史
料
の
文

字
情
報
の
回
復
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
修
復
過
程
と
そ
の
前
後
を
画
像

デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
保
存
で
き
る
の
は
Ｉ
Ｔ
技
術
の
も
た
ら
し
た
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、
修
復
を
終
え
た
史
料
を
そ
の
ま
ま
画
像
デ
ー

タ
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
博
物
館
の
博
情
館
的
役
割
は
完
遂
し
な
い
。

　ノ
ー
ト
四
六
冊
の
修
復
を
終
え
、
判
読
可
能
性
の
高
い
も
の
か
ら
順
次

翻
刻
し
、
研
究
資
料
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ノ
ー
ト
類
は
お
お
よ
そ
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の
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
を
支
え
て
い
る
の
は
保
管
資
料
の
史
料
性
で
あ
る
。

資
料
研
究
の
妥
当
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
可
能
な
限
り
資
料
が
も
つ

原
史
料
性
へ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
る
通
路
を
残
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
以
前
、
哲
学
館
か
ら
三
十
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
「
魚

の
い
な
い
水
族
館
」（
魚
た
ち
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
鑑
賞
す
る
水
族
館
）

は
開
館
時
に
は
十
万
人
も
の
来
館
者
を
集
め
た
が
、
二
〇
〇
八
年
春
、
開

館
十
年
足
ら
ず
で
閉
館
し
た
。
そ
れ
を
「
博
物
館
は
モ
ノ
資
料
の
単
な
る

デ
ジ
タ
ル
情
報
の
館
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
警
鐘
だ
と
受
け
止

め
て
い
る
。

　＊

　本
稿
で
「
現
在
」
と
い
う
の
は
、
二
〇
一
七
年
六
月
現
在
を
意
味
す
る
。

　（1
）
博
物
館
法
第
一
章
総
則
、（
定
義
）
第
二
条
第
一
項
。

http://w
w
w.houko.com

/00/01/S26/285.H
TM

（2017.6.10.

ア
ク
セ
ス
）

　（2
）
博
情
館
と
い
う
呼
称
は
、
建
築
家
・
黒
川
紀
章
が
梅
棹
忠
夫
と
の
対
談
で
使

っ
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
（
梅
棹
忠
夫
編
『
民
博
誕
生

　館
長
対
談
』
中
公
新

書
、
一
九
七
七
年
、
一
五
二
頁
）。
そ
れ
以
降
、
梅
棹
は
た
び
た
び
博
情
館
と
い

う
呼
称
を
使
っ
た
（
梅
棹
忠
夫
『
情
報
の
文
明
学
』
中
公
新
書
、
一
九
八
八
年

な
ど
参
照
）。

　（3
）
平
成
二
九
年
度
の
比
較
思
想
学
会
の
パ
ネ
ル
発
表
が
行
わ
れ
た
の
は
二
〇
一

七
年
六
月
十
八
日
で
あ
り
、
本
文
中
の
「
現
在
」
と
い
う
表
記
は
こ
の
日
付
を

意
味
す
る
。

　（4
）
本
稿
で
は
、
史
料
は
基
本
的
に
は
収
集
史
料
の
意
で
あ
り
、
資
料
は
修
復
さ

れ
た
所
蔵
品
も
含
め
た
保
管
資
料
の
意
で
使
用
す
る
。

　（5
）
契
約
書
は
平
成
十
一
年
十
月
に
西
田
幾
多
郎
の
外
孫
に
あ
た
る
上
田
薫
氏

（
元
都
留
文
化
大
学
長
）
よ
り
、
旧
宇
ノ
気
町
立
西
田
記
念
館
に
寄
贈
さ
れ
、
現

在
哲
学
館
が
所
蔵
す
る
。

幸
い
に
も
先
生
の
か
よ
う
な
自
筆
原
稿
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
を
こ
の
講
義
編
号
の
底
本
と
す
る
の
が
最
も
至
当
で
は
あ
る
が
、

筆
者
の
筆
記
し
た
講
義
と
照
合
し
て
見
る
と
、
無
論
同
一
の
と
こ
ろ

が
多
く
、
又
そ
れ
よ
り
詳
し
い
と
こ
ろ
も
部
分
的
に
は
あ
る
の
で
あ

る
が
、
素
描
に
終
わ
っ
て
居
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
か
つ
欠
け
て
居
る

と
こ
ろ
も
か
な
り
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
全
体
か
ら
い
っ
て
講
義
の
筆

記
程
に
詳
し
く
も
な
く
整
頓
も
さ
れ
て
居
な
い
の
で
、
こ
れ
を
底
本

と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
か
ら
筆
者
の
筆
記
の
方
を
採
る
こ
と
に

し
た）
18
（

。

　「場
所
的
論
理
と
宗
教
的
世
界
観
」（
一
九
四
五
年
）
を
除
く
と
西
田
が

宗
教
を
主
題
と
し
て
論
述
し
た
著
述
は
な
い
。
全
集
収
録
の
講
義
記
録
は

宗
教
学
概
論
と
し
て
組
織
的
な
構
成
を
取
っ
て
お
り
、
か
つ
当
時
の
西
洋

の
宗
教
学
、
宗
教
心
理
学
に
対
す
る
比
較
思
想
的
検
討
が
見
い
だ
さ
れ
、

西
田
宗
教
哲
学
の
体
系
的
理
解
と
そ
の
思
想
形
成
の
考
察
に
と
っ
て
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。
比
し
て
、
今
回
翻
刻
に
着
手
し
た
の
は
久
松
と
い
う
フ

ィ
ル
タ
ー
を
通
さ
な
い
西
田
直
筆
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
の
翻
刻
は
久
松

が
書
い
て
い
る
よ
う
に
全
集
収
録
の
講
義
記
録
よ
り
貧
弱
で
は
あ
ろ
う

が
、
ノ
ー
ト
裏
面
に
書
か
れ
て
い
る
参
考
文
献
な
ど
、
全
集
に
な
い
も
の

を
含
ん
で
お
り
、
西
田
哲
学
の
理
解
を
よ
り
豊
か
に
す
る
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。

　博
物
館
の
も
た
ら
す
情
報
の
多
く
は
企
画
、
編
集
、
翻
刻
を
経
た
も
の

で
あ
っ
て
も
、
情
報
の
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
収
集
史
料
に
基
づ
い
て
い
る
。

博
物
館
の
機
能
が
情
報
提
供
に
重
心
移
動
し
て
い
く
と
し
て
も
、
哲
学
館
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一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年
の
「
後
記
」、
三
九
五
│
三
九
六
頁
。

（
あ
さ
み
・
ひ
ろ
し
、
日
本
哲
学
・
医
療
倫
理
、

石
川
県
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
館
長
）

　（6
）
浅
見
洋
「『
善
の
研
究
』
と
そ
の
読
み
方
」『
西
田
幾
多
郎

―
生
命
と
宗
教

に
深
ま
り
ゆ
く
思
索
』
春
風
社
、
二
〇
〇
九
年
、
九
一
│
一
一
〇
頁
の
第
Ⅱ
部

第
一
章
。

　（7
）
（
⑲
75
）
は
新
版
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』（
岩
波
書
店
）
の
第
十
九
巻
、
七
五

頁
か
ら
の
引
用
を
示
す
。
以
下
、
同
様
。

　（8
）
高
橋
里
美
「
意
識
現
象
の
事
実
と
そ
の
意
味

―
西
田
氏
著
『
善
の
研
究
』

を
読
む

―
」（
上
、
下
）（『
哲
学
雑
誌
』
一
九
一
二
年
五
、
六
月
号
）。

　（9
）
倉
田
百
三
「
生
命
の
認
識
的
努
力
」『
愛
と
認
識
と
の
出
発

　青
春
の
息
の
痕
』

春
秋
社
、
一
九
六
三
年
、
一
一
│
一
二
頁
。

　（10
）
加
藤
尚
武
「
西
田
幾
多
郎
」『
言
論
は
日
本
を
動
か
す
』
第
二
巻
、
講
談
社
、

一
九
八
六
年
、
七
三
頁
。

　（11
）
鈴
木
貞
美
『
生
命
で
読
む
日
本
近
代
』
日
本
放
送
協
会
、
一
九
九
六
年
、
二

八
頁
以
下
参
照
。

　（12
）
野
家
啓
一
「
歴
史
的
生
命
の
論
理

―
西
田
幾
多
郎
の
生
命
論

―
」『
講
座

　

﹇
生
命
﹈ 

９
６

　生
命
の
思
索
』
哲
学
書
房
、
一
九
九
六
年
、
一
三
頁
参
照
。

　（13
）
『
未
完
の
女
性
哲
学
者

　高
橋
ふ
み
』（
石
川
県
七
塚
町
、
一
九
九
七
年
）『
未

完
の
女
性
哲
学
者

　高
橋
ふ
み
資
料
集
』（
石
川
県
七
塚
町
・
宇
ノ
気
町
教
育
委

員
会
、
一
九
九
七
年
）
等
。

　（14
）
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
四
巻
の
後
半
部
に
は
講
義
ノ
ー
ト
Ⅰ
と
し
て
「
英

国
倫
理
学
史
」「
心
理
学
講
義
」「
倫
理
学
草
案
」「
宗
教
論
」、
第
十
五
巻
に
は

講
義
ノ
ー
ト
Ⅱ
と
し
て
「
哲
学
概
論
」「Vorlesung1929

〔
講
義

　
1929

〕」、

第
十
六
巻
に
は
「
純
粋
経
験
に
関
す
る
断
章
」「
研
究
ノ
ー
ト
」
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。

　（15
）
全
集
で
は
Ｂ
を
「
断
章
」、
Ｃ
を
「
研
究
ノ
ー
ト
」
と
呼
ん
で
い
る
。『
西
田

幾
多
郎
全
集
』
第
十
五
巻
、
ⅲ
頁
の
「
凡
例
」
参
照
。

　（16
）http://sm
art-gs.osdn.jp/m

anual/ja/intro.htm
l

参
照
。
林
ら
は
こ
の
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
、「
京
都
哲
学
ア
ー
カ
イ
ブ
」（http://w

w
w.kyoto-gakuha.

info/

）
を
構
築
し
て
い
る
。

　（17
）
「
宗
教
学
」『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
四
巻
、
三
│
一
五
二
頁
。

　（18
）
久
松
真
一
「
宗
教
学
」
旧
版
『
西
田
幾
多
郎
全
集
』
第
十
五
巻
（
岩
波
書
店
）、


